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今 月 の トォフ

あけましておめでとうございます。
2017 年（平成 29 年）がスタートしま
した。今年は『酉

とり

』年です。今号の表紙は、
昨年の『広報伊万里』を飾った皆さん
の笑顔で干

え と

支の文字『酉』を表してみ
ました。どうか今年も市民の皆さんの
すばらしい笑顔に会えますように！

月

広 報

この冊子は１部当たり 27 円で作成しています（人件費など間接経費は含まれていません）。
また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な財源となっています。



あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

　
昨
年
は
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
お
い
て
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
、
伊
万
里
市
の
将
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
基
礎
を
築
い
た
１
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
教
訓
に
取
り
組
ん
で
き
た

玄
海
原
子
力
発
電
所
に
関
連
す
る
安
全
協
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
２
月
２
日
に
、
九
州
電
力

株
式
会
社
と
事
前
説
明
な
ど
に
関
す
る
安
全
協
定
を
、
ま
た
、
佐
賀
県
と
事
前
了
解
の
判
断
時
に

お
け
る
本
市
へ
の
配
慮
な
ど
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
子
力
災
害
や
自
然
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
の

防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
つ
い
て
、
今
後
２
か
年
で
の
市
内
全
域
へ
の
設
置
に
着
工
し
ま
し
た
。

　
松
島
搦
地
区
に
お
い
て
は
、
浸
水
対
策
と
し
て
進
め
て
き
た
馬
伏
雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完
成
し
た

こ
と
に
よ
り
、
土
地
活
用
の
可
能
性
が
広
が
り
、
県
道
の
整
備
と
併
せ
て
商
業
地
の
形
成
に
向
け

た
民
間
開
発
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
将
来
の
高
速
交
通
体
系
の
整
備
に
伴
い
本
市
の
玄
関
口

と
な
る
地
区
で
あ
り
、
新
し
い
ま
ち
の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
大
き
く
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
す
。

　
国
と
地
方
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
の
創
生
を
め
ざ
す
地
方
創
生
に

つ
い
て
は
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
向
け
本
格
的
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
新
た
に
移
住
・
定
住
促
進
の
専
門
部
署
を
設
置
し
、
市
外
か
ら
の
転
入
者
へ
の
住
宅
取
得
費
用

や
家
賃
に
対
す
る
支
援
を
は
じ
め
、
本
市
の
豊
富
な
魅
力
を
発
信
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

実
施
、
実
際
に
本
市
で
の
生
活
を
体
験
で
き
る
移
住
体
験
住
宅
の
提
供
な
ど
、
特
に
都
市
部
の
若

者
の
心
に
響
き
、「
伊
万
里
に
移
住
し
た
い
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
の
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
拠
点
で
あ

る
『
Ｐポ

ル

ト

Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｏ 

３
３
１
６ 

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。
若
者
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
活
用
に
よ
り
、多
様
な
能
力
や
創
造
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
多
く
の
新
し
い
『
し
ご
と
』

が
、
こ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

伊万里港 50年の歴史を礎に、　 　大きく翔
は

ばたく節目の年に
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さ
て
、
平
成
29
年
は
、
本
市
の
文
化
の
振
興
や
産
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
伊
万
里
港
が
開

港
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
中
国
・
大
連
市
と
の
友
好
交
流
30
周
年
と
も
重
な
る
こ
と
か
ら
、
市

民
の
皆
様
と
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
祝
い
、
次
な
る
50
年
に
お
け
る
伊
万
里
港
の
さ
ら
な
る
振
興

と
と
も
に
、
本
市
が
未
来
に
大
き
く
翔
ば
た
く
た
め
の
節
目
の
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
、
待
望
の
西
九
州
自
動
車
道
の
伊
万
里
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
が
開
通
し
、

観
光
誘
客
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
福
岡
都
市
圏
と
の
移
動
時
間
が
さ
ら
に
短
縮
さ
れ
ま

す
。
こ
の
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
を
本
市
の
成
長
に
し
っ
か
り
と
生
か
し
、
観
光
や
産
業
の
振
興
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
の
定
住
促
進
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
『
し
ご
と
』
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
若
者

の
就
職
先
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
高
い
事
務
系
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
の
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
と
あ
わ
せ
て
、
製
造
業
の
受
け
皿
と
な
る
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
に
も
着
手
し
、
優
良

企
業
の
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
生
活
に
必
要
な
機
能
を
集
約
・
確
保
し
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
め
ざ
す
『
小
さ
な
拠
点
』

づ
く
り
と
し
て
、
大
川
町
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
に
よ
る
地
域
バ
ス
の
運
行
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
は
本
市
の
モ
デ
ル
地
区
で
あ
る
波
多
津
町
に
続
く
取
り
組
み
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
成
功
例
の
市
内
他
地
区
へ
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
積
極
的
に
支

援
し
ま
す
。

　
市
街
地
に
お
い
て
は
、多
く
の
飲
食
店
で
開
催
さ
れ
た『
伊
万
里
Ｇ
Ｙ
Ｕ
．Ｇ
Ｙ
Ｕ
．バ
ル
』な
ど
、

市
外
か
ら
の
来
訪
者
を
引
き
寄
せ
る
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。「
伊
万
里
を

元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
、
若
者
の
自
由
な
発
想
と
行
動
力
に
よ
り
、
形
と
し
て
表
れ

て
き
て
い
る
こ
と
を
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
、
決
意
を
新
た
に
、
伊
万
里
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
地
方
創
生
を

市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
さ
ら
に
展
開
し
、
本
市
が
め
ざ
す
『
活
力
あ
ふ
れ
　
ひ
と
が
輝

く
　
安
ら
ぎ
の
ま
ち
　
伊
万
里
』
の
実
現
に
向
け
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

伊万里市長　塚 部  芳 和

平成 29 年  年頭のごあいさつ

伊万里港 50年の歴史を礎に、　 　大きく翔
は

ばたく節目の年に

※背景写真はドローン（小型無人航空機）により撮影
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市
で
は
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
を

め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
高
齢
者
が
関
わ
る

交
通
事
故
は
依
然
と
し
て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
悪
質
な
ル
ー
ル
違
反
で

あ
る
飲
酒
運
転
は
、
市
民
の
飲
酒
運
転
検
挙
者
が
平
成

22
年
か
ら
３
年
連
続
で
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
に
向
け
た
市
民
総
ぐ
る
み
で

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成
25
年
以
降
は
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
そ
の
根
絶
ま
で
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
国
の
交
通
安
全
対
策
基

本
法
に
基
づ
き
、
市
内
の
陸
上
交
通
の
安
全
に
関
す
る

総
合
的
、
長
期
的
な
施
策
の
大
綱
と
し
て
、
第
10
次
伊

万
里
市
交
通
安
全
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、
交
通
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
て
、
市
民
一
人
一
人
が
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
の
整
備
な
ど
の
対
策
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
市
の
交
通
事
故
の
現
状
や
、
計

画
に
定
め
た
交
通
安
全
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
交
通

事
故
を
な
く
す
た
め
に
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
ま
す
。

●

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
２
３
）

特
　
集

交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

〜 
第
10
次
伊
万
里
市
交
通
安
全
計
画
を
策
定 

〜
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ー 

交
通
安
全
計
画
と
は 

ー

　
第
10
次
伊
万
里
市
交
通
安
全
計
画
で
は
、
交
通
安
全
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
５
年
間
の
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
基
に
し
て
、

関
係
機
関
や
団
体
が
相
互
に
連
携
し
、
効
果
的
な
交
通
安
全
対
策
を

進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

計画の基本的な考え方

１．交通事故のない社会をめざして
交通安全の確保は、安全で安心な社会の実現のた
めの重要な要素です。このことから、人命尊重の
理念に基づき、究極的には交通事故がない社会を
めざします。

２．人優先の交通安全思想
自動車と比較して弱い立場にある歩行者、高齢者、
障害者、子どもなどの交通弱者の安全を確保する
ことが必要です。『人優先』の交通安全思想を基
本として、あらゆる施策を推進します。

３．施策推進にあたって
安全対策には、交通社会を構成する人や、活動す
る場としての交通環境の２つの要素があります。
これらの相互の関係を考慮しながら、適切で効果
的な施策を推進します。

道
路
交
通
事
故
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し

■
道
路
交
通
事
故
の
現
状

　
市
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
46
年
に

は
18
人
で
し
た
が
、
年
々
減
少
し
、

平
成
23
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
の

５
年
間
の
平
均
は
３
・
４
人
と
な
っ

て
い
ま
す
【
表
１
】。
ま
た
、
交
通

事
故
に
よ
る
死
者
数
の
う
ち
、
高

齢
者
の
割
合
は
５
年
間
の
平
均
で

76
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
【
表
２
】。

こ
の
５
年
間
の
市
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
の
大
き
な
特
徴
は
、
高

齢
者
が
関
わ
る
事
故
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
人
身
事
故
発
生
件
数

や
負
傷
者
数
は
、
平
成
14
年
以
降
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
要

因
と
し
て
は
、
道
路
環
境
の
整
備

や
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
な

ど
、
こ
れ
ま
で
市
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

が
、
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

特 集　交通事故のない社会をめざして

【表１】市内の交通事故推移

Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 平 均

人身事故
発生件数 476 件 455 件 475 件 446 件 447 件 459 件

死者数 4 人 3 人 1 人 4 人 5 人 3.4 人

負傷者数 599 人 584 人 619 人 584 人 598 人 596 人

【表２】市内の高齢者の交通事故推移

Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 平 均

負傷者数 96 人 102 人 110 人 95 人 104 人 101 人

第一当事者
（原因者） 95 人 89 人 81 人 85 人 95 人 89 人

死者数 2 人 3 人 1 人 2 人 4 人 2.4 人

全体における
割合 50％ 100％ 100％ 50％ 80％ 76％

■
道
路
交
通
事
故
の
今
後
の
見
通
し

　
県
内
に
お
け
る
平
成
26
年
中
の

人
口
10
万
人
あ
た
り
の
人
身
事
故

発
生
件
数
、
負
傷
者
数
、
死
者
数

は
、
全
国
で
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
現
在
、

県
全
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

県
内
・
市
内
の
件
数
は
減
少
し
て

い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
運
転
者
の
増
加
に

よ
り
、
今
後
も
交
通
事
故
全
体
に

占
め
る
高
齢
者
が
関
わ
る
事
故
の

割
合
は
、
高
い
状
態
の
ま
ま
で
あ

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

■
計
画
の
目
標

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
を
限

り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と
が

最
終
的
な
目
標
で
す
が
、
当
面
は
、

死
者
数
を
可
能
な
限
り
減
ら
す
こ

と
に
努
め
ま
す
。
年
間
の
死
者
数

を
３
人
以
下
に
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
ま
す
。
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■
高
齢
者
や
子
ど
も
の
安
全
確
保

　
高
齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て
外

出
や
移
動
が
で
き
る
よ
う
な
交
通

社
会
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
地
域

で
の
見
守
り
な
ど
、
生
活
に
密
着

し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
を
守
る
視
点
か
ら
の
対
策
が
必

要
で
す
。

■
歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
確
保

　
自
動
車
と
比
較
し
て
弱
い
立
場

に
あ
る
歩
行
者
に
と
っ
て
は
、
身

近
な
道
路
の
安
全
性
を
高
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
転

車
利
用
者
は
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
な

た
め
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

■
生
活
道
路
や
幹
線
道
路
で
の

　�
安
全
確
保

　
幹
線
道
路
を
走
行
す
べ
き
自
動

車
が
生
活
道
路
へ
流
入
す
る
こ
と

を
抑
制
す
る
こ
と
な
ど
、
生
活
道

路
で
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
総
合
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
高
齢
者

人
口
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
年
々
そ
の
減
少
幅
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
安
全
不
確
認
や
脇
見
運
転
な
ど
の
安
全
運
転
義
務
違

反
が
原
因
の
事
故
は
依
然
と
し
て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
対
象
を

明
確
に
し
、
実
態
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ー 
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に 

ー

重
点
的
な
対
象
と
視
点

交
通
事
故
が
起
き
に
く
い
環

境
を
つ
く
る
た
め
に

■
実
態
を
踏
ま
え
た
対
策

　
交
通
事
故
の
発
生
地
域
や
場
所
、

形
態
な
ど
を
分
析
し
、
き
め
細
や

市
交
通
対
策
協
議
会

　
市
交
通
対
策
協
議
会
は
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
主
に
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動
に
合
わ
せ
て
、

交
通
安
全
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

春
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈

夏
体
験
de
交
通
安
全

　
　
　
in
図
書
館

秋冬
事
故
ナ
シ
・
飲
酒
運
転
ナ
シ

　
　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

飲
酒
運
転
撲
滅
パ
レ
ー
ド

　
　
　
in
市
街
地

ー 

平
成
28
年
度
の
主
な
取
り
組
み 

ー

取
り
組
み
の
内
容

■
７
つ
の
施
策

　
計
画
で
は
、
目
標
を
達
成
さ
せ

る
た
め
、
７
つ
の
施
策
を
柱
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

①
道
路
交
通
環
境
の
整
備

②
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底

③
安
全
運
転
の
確
保

④
車
両
の
安
全
性
の
確
保

⑤
道
路
交
通
秩
序
の
維
持

⑥
救
助
・
救
急
活
動
の
充
実

⑦
交
通
事
故
被
害
者
の
救
済
な
ど

か
な
対
策
を
効
果
的
に
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
今
後
も
予
想
さ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
ぐ
る
み
の
対
策

　
市
民
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極

的
に
取
り
組
み
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
自
治
体
で
取
り
組

ん
で
い
る
交
通
安
全
対
策
な
ど
を

市
の
施
策
の
参
考
に
す
る
た
め
、

積
極
的
な
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。
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ー 
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る 

ー

　
こ
れ
ま
で
は
、
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
で
は
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
人
や
団
体
が
ど
の
よ
う
な
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
交
通
安
全
指
導
員
や
各
町
・
地
区
の
取

り
組
み
を
例
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

児
童
の
安
全
を
守
る

交
通
安
全
指
導
員

市交通安全指導員会
会長　宗　泉 さん

↑雨の日も児童たちが交差点を安全に渡 
   れるよう誘導する宗さん（右）

　
昭
和
42
年
か
ら
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
、
児
童
た
ち
の

通
学
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
交
通
安
全
指
導
員
を
は
じ

め
て
約
50
年
に
な
り
ま
す
が
、

幸
い
に
も
私
が
指
導
を
行
っ
て

い
る
と
き
に
事
故
が
起
き
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
社
会
の

発
展
に
伴
っ
て
だ
ん
だ
ん
交
通

量
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
交

差
点
に
立
っ
て
指
導
を
し
て
い

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
ド
ラ
イ

バ
ー
は
児
童
に
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
中
に
は
、
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
交
差
点
を

通
過
す
る
車
も
い
て
、
冷
や

り
と
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
安
全
運
転

の
心
が
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

　
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
起
こ

し
た
く
な
い
、
遭
い
た
く
な
い

出
来
事
で
す
。し
か
し
、ち
ょ
っ

と
し
た
油
断
や
不
注
意
に
よ
っ

て
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
家
庭
や
職

場
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
考

え
、
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
法
定
速
度
を
守
る
、

車
間
距
離
を
と
る
、
信
号
を
守

る
、
飲
酒
を
し
た
ら
車
に
乗
ら

な
い
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
交
通

安
全
を
意
識
し
て
、
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
慎
重
な

行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

総務課行政係

係長　原　利彦

　
各
町
・
地
区
の
交
通
対
策
協
議

会
で
は
、
区
長
会
や
老
人
会
、
学
校
、

警
察
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
交
通

安
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
通

学
時
の
交
通
安
全
指
導
や
広
報
活

動
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
を
通
じ
て
、
住
民
の
交
通
安
全

意
識
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

各
町
・
地
区
の
取
り
組
み

交通安全キャンペーン（大川町）

敬老会交通安全キャンペーン（立花地区）

道の駅『伊万里ふるさと村』事故なし
（梨）キャンペーン（南波多町）

大坪保育園交通安全教室（大坪地区）

交通安全パレード（松浦町）

特 集　交通事故のない社会をめざして
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年
が
明
け
て
初
め
て
神
社
や

寺
な
ど
に
参
拝
す
る
『
初
詣
』
で

は
、
誰
も
が
熱
心
に
１
年
の
無

事
と
平
安
な
ど
を
祈
願
し
ま
す
。

　
本
来
神
様
は
、
各
家
を
訪
れ

て
そ
の
年
の
福
を
授
け
、
災
難

や
疫
病
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
末
の

大
掃
除
は
、
１
年
の
汚
れ
を
ま

と
め
て
落
と
す
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
年
の
福
を
つ
か
さ
ど
る

年
神
様
を
家
に
お
迎
え
す
る
た

め
の
大
切
な
準
備
で
も
あ
る
の

で
す
。
年
神
様
が
最
初
に
降
り

立
つ
場
所
は
門
松
。
し
め
縄
は

年
神
様
を
祭
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
清
浄
な
場
所
を
示
し
、
鏡
餅

は
年
神
様
へ
の
お
供
え
物
だ
そ

う
で
す
。

　
日
本
に
は
、
古
く
か
ら
自
然

の
も
の
に
神
が
宿
る
と
い
う
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
家
の
中
に

は
、
年
神
様
だ
け
で
な
く
火
や

水
の
神
様
、
歌
に
も
あ
る
ト
イ

レ
の
神
様
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
神

様
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
神
様

の
居
心
地
を
良
く
す
る
た
め
に

必
要
な
掃
除
を
す
る
こ
と
で
福

を
授
か
り
、
貧
乏
神
や
疫
病
神

を
寄
せ
つ
け
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
人
間
は
、
本
来
自
助
努
力
が

必
要
で
す
が
、
自
分
の
力
が
ど

う
し
て
も
及
ば
な
い
と
こ
ろ
に

『
神
頼
み
』
を
し
た
く
な
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
神
様
は
私
た
ち

が
一
日
一
日
努
力
す
る
姿
を
見

て
お
ら
れ
、
そ
の
証
し
に
恩
典
を

与
え
ら
れ
る
の
で
す
。
何
も
し

な
け
れ
ば
、
恩
典
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
神
頼
み
に

偏
重
せ
ず
、
自
分
頼
み
と
す
る

こ
と
が
肝
心
で
す
。
大
掃
除
を

す
る
こ
と
で
年
神
様
が
『
福
』

と
い
う
お
年
玉
を
く
だ
さ
る
よ

う
に
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で

活
路
が
開
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、

『
一
日
一
善
』
で
も
良
い
の
で
す
。

　
さ
あ
、
新
し
い
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。
一
年
の
計
は
元
旦
に

あ
り
と
い
わ
れ
ま
す
。
自
分
の

目
標
に
向
か
っ
て
計
画
を
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
１
年
が

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
『
福
』

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
福 市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

波多津町まちづくり運営協議会が『九州農政局長賞』を受賞
波多津町まちづくり運営協議会が、豊かなむらづくり全国表彰事業で九州
農政局長賞を受賞し、12 月５日、塚部芳和市長に喜びを報告しました。
協議会は、地域の課題解決に向けた『波多津町まちづくり計画』に基づき、
地域ぐるみで各種事業を展開。農畜産物の PR・販売拠点としての波多津
ふれあい広場の整備やカキ焼き小屋の運営、海水を活用した『波浦の塩』
の商品開発と販売、あぐり山の環境整備、コミュニティバスの運行のほか、
波多津みなと祭りの開催などに取り組んでいます。田中茂樹会長は、「今後
も行政に頼らない自立したまちづくりをめざします」と抱負を語りました。

↑塚部芳和市長に受賞の喜びを報告
する田中茂樹会長（中央）と小杉
道久波多津公民館長（左）

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、

犯
罪
に
よ
る
生
命
や
身
体
の
直
接

被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
、
経

済
的
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
興
味
本
位
の
う
わ
さ
や

心
な
い
中
傷
な
ど
で
名
誉
を
傷
つ

け
ら
れ
た
り
、
平
穏
な
生
活
が
脅

か
さ
れ
た
り
し
て
、
二
次
的
な
被

害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
は
、
犯
罪
被
害
者
な

ど
の
支
援
に
関
す
る
施
策
を
推
進

す
る
た
め
に
、
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
を

も
と
に
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
が
受

け
た
被
害
の
軽
減
や
回
復
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

『
伊
万
里
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
』（
案
）に
つ
い
て

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パブリックコメント案内
◆意見提出をお願いする資料
　『伊万里市犯罪被害者等支援条例』（案）

◆意見募集期間　１月４日（水）〜 27 日（金）

◆案の公表先・入手先
⑴人権・同和対策課または情報広報課市民サービス係
⑵各町公民館または市民図書館
⑶市ホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。
①メール　jinken-douwa@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501
　伊万里市立花町 1355 番地１
　伊万里市役所　人権・同和対策課　あて
③直接提出　案の公表先・入手先⑴または ⑵
④ファックス　㉒７６５０

◆問合先　人権・同和対策課人権・同和対策係
（　 ☎㉓２１９０）
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　『
良
妻
賢
母
』
と
い
う
言
葉
に
対

し
、『
良
夫
賢
父
』
と
い
う
言
葉
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行

か
ら
約
30
年
が
経
過
し
、
男
性
の

育
児
・
介
護
休
業
の
取
得
促
進
や
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
増
員
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う
企
業

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

世
界
各
国
の
男
女
格
差
指
数
を
測

る
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
男
女

平
等
ラ
ン
キ
ン
グ
は
１
４
４
か
国

中
１
１
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
女
性
の
政
治
・
経
済
活

動
へ
の
参
加
が
、
他
国
に
比
べ
て

少
な
い
こ
と
が
要
因
で
す
。

　
最
近
は
、
家
事
を
す
る
男
性
が

増
え
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
し
か

し
、
総
務
省
の
生
活
基
本
調
査
に

よ
る
と
、
九
州
・
山
口
地
域
で
は
、

夫
が
家
事
・
育
児
を
す
る
時
間
は

１
日
平
均
62
分
と
全
国
平
均
よ
り

５
分
短
く
、
妻
の
約
７
分
の
１
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
女
性
の
理
想
像
と
し
て
、
本
来

は
良
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た

『
良
妻
賢
母
』
で
す
が
、
最
近
で

は
『
女
性
を
家
事
と
育
児
の
み
に

専
念
さ
せ
る
、
ち
ょ
っ
と
古
め
か

し
い
言
葉
』
と
思
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、現
代
の
『
良

い
妻
、
賢
い
母
』
と
は
、『
家
庭
を

居
心
地
よ
く
整
え
、
家
族
も
自
分

も
幸
せ
に
な
る
女
性
』
の
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
周
り
に
対

す
る
細
や
か
な
配
慮
が
で
き
、
相

手
に
対
す
る
感
謝
と
尊
敬
を
忘
れ

ず
、
し
か
も
自
分
に
と
っ
て
あ
ま

り
無
理
を
し
な
い
。
そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
良
妻
賢
母
の
役
割
は
、

男
性
も
担
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
ま
さ
に
『
良
夫
賢
父
』

で
す
。
良
妻
賢
母
や
良
夫
賢
父
は
、

自
分
が
輝
き
、
相
手
も
輝
か
せ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
材
が
、
社
会

で
も
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
あ
な
た
も
『
現
代
の
良
妻

賢
母
・
良
夫
賢
父
』
を
め
ざ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２２６

『
良
妻
賢
母
』
と『
良
夫
賢
父
』

　
12
月
２
日
、
市
民
図
書
館
で
、

地
域
連
携
講
座
『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
講
演
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、『
市
男
女
協
働

参
画
を
推
進
す
る
条
例
』
を
平
成

28
年
４
月
に
施
行
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
市
が
佐
賀
大
学
と
連
携

し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
講
演
で
は
、
原
　
め
ぐ
み
さ
ん

（
佐
賀
大
学
医
学
部
医
学
科
社
会
医

学
講
座
准
教
授
）
が
、『
カ
ラ
ダ
も

コ
コ
ロ
も
健
康
に
』
と
題
し
て
、

暮
ら
し
を
『
良
い
加
減
』
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
。
自
身
の
経
験
か
ら
、「
ワ
ー

ク
（
仕
事
）
と
ラ
イ
フ
（
仕
事
以

外
の
生
活
）
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

た
め
に
は
、
自
分
が
何
を
し
た
い

↑「『まあいいか』というおおら
かさも必要」と話す原さん

地
域
連
携
講
座
『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
演
会
』

の
か
を
常
に
考
え
、
自
分
の
気
持

ち
に
正
直
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　
　
　

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
腰
岳
と
黒
曜
石
シ
リ
ー
ズ
⑩

腰
岳
を
見
直
す -

腰
岳
の
新
た
な
姿-

　
腰
岳
の
黒こ

く
よ
う
せ
き

曜
石
に
つ
い
て
、

９
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、
腰
岳
は
市
民
に
慣

れ
親
し
ん
だ
山
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
伊
万
里
湾
側
か

ら
見
る
と
、
円
す
い
形
の
美
し

い
姿
を
し
て
お
り
、
カ
ブ
ト
ガ

ニ
産
卵
地
周
辺
か
ら
は
、『
伊

万
里
富
士
』
や
『
松
浦
富
士
』

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
黒
曜
石
を
求
め
た
古
代
の
人

た
ち
の
中
に
は
、
船
を
操
っ
て

伊
万
里
に
来
た
人
た
ち
も
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
人
た
ち

は
、
伊
万
里
湾
の
奥
へ
奥
へ
と

船
を
進
め
、
最
後
に
雄
大
に
そ

び
え
る
腰
岳
を
見
て
、
よ
う
や

く
目
的
地
に
到
達
し
た
こ
と
を

実
感
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
日
頃
見
慣
れ
た
腰
岳
や
黒
曜

石
が
、
歴
史
的
に
み
る
と
大
変

貴
重
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
解
説
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
特
異
性
や
歴
史
を
改
め
て
確

認
す
る
と
、
今
ま
で
見
て
い
た

も
の
、知
っ
て
い
た
も
の
と
は
、

ま
た
違
っ
た
見
方
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
伊
万
里
に
は
、
特
異
な
歴
史

価
値
を
秘
め
た
文
化
財
が
ま
だ

ま
だ
数
多
く
あ
り
ま
す
。

↑カブトガニ産卵地周辺から眺めた腰岳
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まちの話題

みんなの広場

12. 10

11. 23

　　　 神原八幡宮『取り追う祭り』火の粉舞う勇壮な伝統行事
↓大川内山を通る秘窯の里・鍋島コース（約 12 ㌔）を歩く参加者

　　　 魅力あふれる 夢のまち・伊万里ウオーク2016歩いて巡る、伊万里の秋

伊万里清甚会による相撲甚句赤ちゃんの取り上げ式

　　　 猿田彦大神奉納『申相撲大会』地区の誇りをかけた真剣勝負

↓見応えがある激しい取り組みの連続に、観客も思わず息を飲んでいました。

12.4

二里町中里地区で 12 年に１度行われる『申
さる

相撲大会』が、作井手公民館裏に設置された

野外相撲場でありました。神事や小学生の紅

白試合奉納、申年生まれの赤ちゃんの取り上

げ式のあと、消防団対抗リーグ試合や各地区

対抗リーグ試合を開催。しだいに雨足が強ま

り、団体戦の決勝トーナメントと個人戦は

中止となりましたが、地元の『力士』によ

る迫力ある多彩な取組が次々と繰り広げら

れ、集まった観客は喝采を送っていました。

市内のさまざまな名所を歩いて巡る『伊万里ウオーク2016』

がありました。市内外から 500 人が参加し、それぞれ伊万

里湾岸・大川内山・市街地を通る３つのコースに分かれて、

晩秋の風景などを楽しみました。ゴール後には、温かいだご

汁がふるまわれたほか、伊万里牛などの特産品が当たる抽選

会も行われ、参加者は爽やかな秋のひとときを過ごしました。

二里町大里地区に継承される神事『取り追う祭り』が、神

原八幡宮でありました。毎年 12 月最初の卯
う

の日の前夜に行

われ、もち米を握った『御
ご

供
くう

さん』をめぐって攻め手と守

り手が激しい攻防を展開。演芸場には火の粉の雨が降り注

ぎ、威勢がいい掛け声が響き渡りました。攻め手が御供さ

んを奪うと、観客などにふるまわれ、無病息災を祈りました。

↑竹を束ねて作った松
たい

明
まつ

を打ち付け、火の粉を浴びせる守り手

102017.1



市民センターで市民音楽祭が開催されました。当日は、

今回初出場の伊万里吹奏楽団の華やかな演奏でスタート。

市内で活動する 16 団体 236 人が、吹奏楽やバイオリン、

箏、ハーモニカなど多彩な演奏や歌を披露しました。最

後は、伊万里中学校吹奏楽部の伴奏で、出演者と観客が『伊

万里讃歌』を合唱。美しい歌声が会場に響き渡りました。

↓観客を魅了した伊万里吹奏楽団（平成 28 年５月結成）の演奏

　　　 第25 回市民音楽祭〜ふるさとの明日を歌おう〜ふるさとへの思いを音楽にのせて

12. 4
市内に震度６強の地震が発生したとの想定で市防災訓練

がありました。黒川公民館では、住民や警察、自衛隊など

の関係機関が参加し、外国人・高齢者の避難訓練や、エ

コノミークラス症候群の予防訓練などを実施。ドローン

（小型無人航空機）を活用した現地合同対策本部訓練も初

めて行われ、関係機関の相互の協力体制を確認しました。

↑ドローンの映像を基に指示を出す塚部芳和市災害対策本部長（中央）

　　　 市防災訓練大規模な地震の発生に備えて

12. 18

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

みんなの広場

　　　 ハートフルフォーラム2016 in 伊万里誰もが自分らしく生きるために

12. 14

↓『生まれてくることは当たり前じゃない』と話す柴田さん

12.9

市民センターで、『ハートフルフォーラム2016 in 伊万里』が

ありました。伊万里農林高校の生徒会が企画・運営に参加

し、司会進行や意見発表、紙芝居上演などを担当。講演会

では、柴田真
しん

佑
すけ

さん（大分県佐伯市職員）が、自身の経験な

どをもとに命の大切さを訴えました。また人権コンサート

も行われ、来場者は人権問題への理解を深めていました。

大坪町古賀地区で、氏神様『今岳大権現』の分霊を１年間

世話する当番（頭
つ う

）の引き継ぎ式『頭わたし』がありました。

『頭』は地区の 14 班が輪番で担当。分霊を預かる家には福

が来るとされています。今回の当番班がくじを引いてそれ

ぞれの役割が決まると、顔を墨でくま取りし、大権現や神

主、ほら貝吹きなどの衣装をまとって地区を巡行しました。

　　　 明治時代から受け継がれる伝統行事『頭わたし』家々に福と笑顔を届けます

↑顔をくま取りし、地区内の巡行に出かける今年の世話役たち
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墨す
み

の
香か

に 

豊ゆ
た

か
な
刻こ
く

や 

聿ふ
で

始
は
じ
め

新あ
ら
た
ま玉
の 
春は
る

の
朝あ
さ

日ひ

の 

す
が
す
が
し

　
　
　
　 
光
ひ
か
り

あ
ま
ね
く 

こ
の
年と
し

を
祝ほ

ぐ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

中
西
　
信
行

伊
万
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

田
中
　
南な
ん

嶽が
く

《おわびと訂正》広報伊万里12月号16ページ下段『百寿メダル贈呈』の記事中、山浦トクエさんと川島ミツさん
の住所に誤りがありました。大変ご迷惑をおかけしましたことをおわびいたしますとともに、次のとおり訂正
させていただきます。【正】山浦トクエさん（山代町峰）、川島ミツさん（松浦町藤川内）

『
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
交
流
館
』が
開
館

　
伊
万
里
中
学
校
と
市
内
４
つ
の

高
校
が
、
駅
通
商
店
街
の
空
き
店

舗
な
ど
を
活
用
し
て
『
ス
ク
ー
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
交
流
館
』
を
開
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
伊
万
里
駅
通
商

店
街
振
興
組
合
が
、
子
ど
も
た
ち

に
就
業
体
験
の
場
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
市
街
地
や
商
店
街
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　
11
月
11
日
〜
17
日
に
伊
万
里
商

業
高
校
が
、
19
・
20
日
に
伊
万
里

中
学
校
が
、
12
月
６
日
〜
11
日
に

敬
徳
高
校
が
、
22
・
23
日
に
伊
万

里
農
林
高
校
が
（
伊
万
里
高
校
は

商
店
街
と
中
学
生
・
高
校
生
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

↑伊万里商業高校の自信作『伊万里焼きカレー』

↑ガソリン１ℓ で116 ㌔走るという敬徳
高校生徒が製作したエコノカー『敬徳３号』

12
月
27
日
〜
１
月
９
日
）、
そ
れ
ぞ

れ
担
当
。
自
分
た
ち
の
作
品
を
展

示
し
た
り
、
活
動
を
紹
介
し
た
り

す
る
な
ど
、
各
校
の
特
徴
を
生
か

し
た
ア
イ
デ
ア
満
載
の
店
を
開
き

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
来
館
者

を
も
て
な
し
な
が
ら
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
館
内
で
は
、
駅
通
商
店

街
振
興
組
合
に
よ
る
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
期
間
中
、
訪
れ
た
人
で
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

↑伊万里中学校生徒が作成した商品を購入
する来館者（右）と笑顔で交流する生徒

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈
い
つ
ま
で
もお元

気
で

話
。
光
次
さ
ん
が
鳥
か
ご
か
ら
離

れ
る
と
、
し
き
り
に
鳴
き
な
が
ら

戻
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

少
し
前
ま
で
、
寒
蘭
が
趣
味
だ
っ

た
と
い
う
光
次
さ
ん
。
寒
蘭
好
き

の
仲
間
と
各
地
で
開
か
れ
る
展
示

会
に
行
っ
た
り
、
自
分
が
育
て
た

も
の
を
出
品
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
多
い
と
き
に
は
、
３
０
０
鉢

ほ
ど
育
て
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
甘
い
物
が
好
き
で
、
食
事
の

あ
と
に
羊よ
う

か
ん
や
饅ま
ん

頭じ
ゅ
う

な
ど
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
る
と
か
。
そ
ん

な
光
次
さ
ん
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、『
３
回
の
食
事
を
し
っ
か
り 

と
る
こ
と
』、
ま
た
、『
お
酒
は
飲

ま
な
い
こ
と
』
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
、
塚
部
市
長
に
メ
ダ
ル

を
か
け
て
も
ら
う
と
、
笑
顔
で
喜

び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
浦
山
光
次
さ
ん
を
、
12

月
15
日
、
塚
部
芳
和
市
長
が
訪
問

し
、
記
念
の
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　
光
次
さ
ん
は
、
主
に
、
子
牛
の

育
成
・
販
売
や
木
炭
作
り
、
米
作

り
を
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
そ

う
で
す
。
優
し
い
性
格
で
、
日
課

は
自
分
が
飼
っ
て
い
る
小
鳥
の
世

浦山 光次さん
（東山代町滝川内）
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野田 琴
こと

子
こ

さん

★亮
まこと

・宏美さんの長女

★柳井町

(     )２歳
９か月

　
わ
た
し
は
い
つ
も
焼
き
そ
ば
屋
さ

ん
や
ア
イ
ス
屋
さ
ん
ご
っ
ご
を
し

て
遊
ん
で
る
よ
♪
最
近
は
ア
ン
パ
ン

マ
ン
に
夢
中
で
特
に
バ
タ
コ
さ
ん
が

大
好
き
♥
お
と
な
し
く
見
ら
れ
る
け

ど
、
家
で
は
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
け

ん
か
を
す
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
よ
☆

　
上
の
２
人
が
男
の
子
な
の
で
、
私

に
と
っ
て
の
癒
や
し
で
す
♥
た
く
さ

ん
の
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
♬
み
ん

な
こ
と
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す

(^^)

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
お
客
様
の
職
場
を
訪
問
す
る
な

ど
の
渉
外
活
動
を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は

　
金
融
商
品
や
社
会
経
済
の
知
識

を
身
に
付
け
る
勉
強
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
働
く
皆
さ
ん
の
生
活
の
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　
笑
顔
と
根
性
で
頑
張
っ
て
ま
す

◇
趣
味
・
特
技
　
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

と
ホ
ル
ン
の
演
奏
で
す

◇
市
民
へ
一
言
　
４
月
に
伊
万
里

市
民
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

成
なり

富
どみ

 恵理奈 さん

◆ 九州労働金庫伊万里支店
（新天町）

◆ 平成 23 年４月入社

(24 歳・中井樋 )

伊万里の

やんぐ・ウォーカー

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係（ 　☎㉓２１１４）

食育ワンポイント

11 月 24 日の『和食の日』に、うどんの生地作りとだし
の味比べを行いました。そのときに使った食材の生産現場
を見るため、11 月 30 日に園の年長児全員で波多津町の
特産品であるいりこの工場と、『波浦の塩』が作られてい
る波多津ふれあい広場を見学。塩作りの工場では、大きな
釜で大量の塩水がぐつぐつと煮られていました。子どもた
ちは出来上がった塩の袋詰めの体験をし、日頃食べている
塩がどのようにして出来るのかを知ることができました。
この塩作り体験がきっかけとなり、日常の食を知るとい
うだけでなく、地元の豊かさに気付くことができました。

塩の知られざる効能　新年を迎え、大人の人は飲酒の機会も多いと思います。飲み過ぎによる二日酔いは、肝
臓がアルコールを分解できず、体にとって有害な物質『アセトアルデヒド』が体内に蓄積されることが原因です。
そんなときは熱いお茶に塩を入れて飲んでみてください。塩茶が肝臓の働きを助けてくれ、二日酔いを早く解
消してくれます。

自然豊かな海からの贈り物

塩作り体験を通して学んだこと
波多津保育園は、目の前にいろは島が浮かぶ
伊万里湾が見え、海と山に囲まれた自然豊か
な土地にあります。自然の恵みを受け、地元
で取れた豊かな食材で作られた給食を毎日食
べ、子どもたちはすくすくと成長しています。

〜 波多津保育園 〜

食育活動を紹介

完成した塩を袋に詰めていきます

塩がどうやって出来るかを知ることができました
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黒川町が５年ぶり２回目の優勝
第63 回市内一周駅伝競走大会

　
平
成
28
年
11
月
27
日
、
市

内
13
町
・
地
区
の
代
表
選
手

た
ち
が
全
12
区
間
、
60
・
３

㌔
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
う

市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
８
時
45
分
、
浦
ノ
崎

駅
前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

レ
ー
ス
の
序
盤
は
立
花
地

区
、
二
里
町
、
大
坪
町
と
区

間
ご
と
に
首
位
が
入
れ
替
わ

る
激
し
い
展
開
と
な
り
ま
し

た
。
中
盤
に
差
し
掛
か
る
と
、

序
盤
出
遅
れ
た
黒
川
町
が
４

区
か
ら
６
区
の
３
連
続
区
間

賞
の
走
り
で
一
気
に
巻
き
返

し
に
成
功
。
10
区
と
12
区
で

も
区
間
賞
を
獲
得
す
る
な

ど
、
安
定
し
た
レ
ー
ス
運
び

で
５
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
２
位
争

い
は
、
大
会
３
連
覇
中
の
立

花
地
区
と
大
坪
町
が
激
し
い

デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
展
開
。
全

体
で
13
秒
と
い
う
僅
差
で
大

坪
町
が
競
り
勝
ち
、
昨
年
よ

り
順
位
を
２
つ
上
げ
て
２
位

と
な
り
ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
多
く
の
市
民
が

駆
け
つ
け
、
地
区
の
誇
り
を

背
負
っ
て
走
る
選
手
た
ち
に

温
か
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

総合
順位 町（地区）名 記　録 区間賞 氏　名 記　録

優勝 黒　川 3：32：50 １区（3.3 ㌔） 松尾  茂信（立 花）11：18

２位 大　坪 3：40：11 ２区（4.6 ㌔） 八島  康祐（二 里）16：37

３位 立　花 3：40：24 ３区（5.3 ㌔） 坂取  健斗（大 坪）17：45

４位 二　里 3：41：04 ４区（1.7 ㌔） 山口　 遥（黒 川）06：02

５位 山　代 3：41：42 ５区（6.0 ㌔） 小島  和希（黒 川）20：39

６位 大　川 3：42：28 ６区（6.6 ㌔） 佐々木隆文（黒 川）22：46

７位 東山代 3：44：09 ７区（4.9 ㌔） 杉本  賢治（大 川）18：51

８位 伊万里 3：48：59 ８区（7.7 ㌔） 古賀  隆徳（山 代）25：06

９位 南波多 3：50：08 ９区（7.1 ㌔） 牧瀬  圭斗（山 代）21：58

10位 松　浦 3：57：46 10区（5.6 ㌔） 坂口　 豊（黒 川）18：57

11位 波多津 3：58：41 11区（4.9 ㌔） 加川  英文（南波多）16：33

12位 大川内 3：59：13 12区（2.6 ㌔） 中島  一成（黒 川）08：25

13位 牧　島 4：03：25 躍進賞 南波多（前大会から３分21
秒短縮）

大 会 成 績 ※記録の赤字は新記録

↑
こ
れ
ま
で
の
区
間
記
録
を
48
秒

短
縮
す
る
新
記
録
を
樹
立
し
た

大
坪
町
３
区
・
坂
取
健
斗
選
手

１月の市民スポーツ

９日（月・祝）
● 伊万里ハーフマラソン2017
　夢生橋付近・伊万里商業高校前（ス

タート地点）〜市街地、伊万里湾周辺
　《各種目のスタート時刻》
　▷ハーフの部：午前10 時
　▷10 ㌔の部 ：午前10 時
　▷３㌔の部　：午前10 時20分
22 日（日）
● 市教育長杯小学生スポーツ・チャ

レンジ・ゲーム
　午前８時 30 分開会　立花小学校
２月５日（日）
● 市長杯バスケットボール大会
　午前８時30分開会　国見台体育館

１月の町民スポーツ

１日（日・祝）
● 牧島地区新春歩こう会
　午前８時開会　牧島地区内
● 東山代町新春走ろう歩こう会
　午前８時開会　東山代町内
22 日（日）
● 二里町子ども会アジャタ大会
　午前９時開会　二里小学校
29 日（日）
● 伊万里地区卓球大会
　午前９時30分開会　啓成中学校

↑
黒
川
町
９
区
の
弟
・
坂
口
剛
治
選

手
（
中
央
左
）
か
ら
、
兄
・
坂
口
豊

選
手（
中
央
右
）へ
の
兄
弟
リ
レ
ー

↑
優
勝
し
た
黒
川
町
チ
ー
ム

郡
市
対
抗
県
内
一
周
駅
伝

伊
万
里
市
チ
ー
ム
に

ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
寄
贈

　
松
永
一
広
さ
ん
（
山
代
町
）
が
、

12
月
５
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
郡

市
対
抗
県
内
一
周
駅
伝
の
伊
万
里

市
チ
ー
ム
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
（
上
下

セ
ッ
ト
）
25
着
と
応
援
用
の
ぼ
り

旗
５
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

松
永
さ
ん
は
、「
こ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
着
て
す
ば
ら
し
い
走
り
を
し
、

市
民
に
感
動
を
与
え
て
ほ
し
い
」

と
期
待
の
気
持
ち
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

↑�ユニホームを手にする松永さ
ん（右）と塚部芳和市長
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平成28年度 市体育協会

体育功労者表彰・スポーツ賞
県民体育大会功労賞

《体育功労者表彰》
◇梅村　博昭（南波多町体育協会）
◇吉田　正男（市バレーボール協会）
◇杉谷　文治（市スポーツ推進委員協議会）

《スポーツ賞》
◇宮本　麻羽（水　泳）
◇百田　成寿（水　泳）
◇塚本　千愛（水　泳）
◇岩永　吉平（水　泳）
◇寺川琉之介（水　泳）
◇柳本幸之介（水　泳）
◇力武　颯也（テニス）
◇国見中学校テニス部
◇伊万里農林高等学校カヌー部男子
◇伊万里農林高等学校カヌー部女子
◇伊万里商業高等学校ホッケー部男子
◇伊万里商業高等学校ホッケー部女子
◇敬徳高等学校剣道部

《県民体育大会功労賞》
◇宮地耕太郎（水泳 25 ㍍男子背泳ぎ）
◇脇山まりも（水泳 25㍍女子自由形、25

㍍女子バタフライ）
◇仁戸田　彩（水泳 25㍍女子バタフライ）
◇吉﨑　雅樹（陸上 走り幅跳び）
◇尾崎　隆之（陸上 男子砲丸投）
◇伊万里Ａ（陸上 一般女子400㍍リレー）
◇陸上競技一般男子（市の部）
◇陸上競技一般女子（市の部）
◇バレーボール一般男子（市の部）
◇バレーボール一般女子（市の部）
◇軟式野球一般 B
◇ソフトボール一般男子 A（市の部）

市のスポーツ振興に顕著な功績があった人
に贈る『体育功労者表彰』、『スポーツ賞』、

『県民体育大会功労賞』の表彰式が、平成
28 年 11 月 27 日、市役所でありました。
受賞者は次のとおりです。（順不同、敬称略）

ロードレース 男子１〜３年の部（1.5 ㌔）

順 位 氏　名 所　属 記録

１ 位 福川　雅也 青嶺陸上クラブ 6:08

２ 位 井本　楓雅 納所ランニングクラブ 6:15

３ 位 野邊田海晴 若木少年野球 6:20

ロードレース 男子４〜６年の部（２㌔）

順 位 氏　名 所　属 記録

１ 位 大川内健太 IRRC 7:26

２ 位 古川　　舜 山代東球友会 7:34

３ 位 﨑田　春輝 ブラックリバー 7:34

駅伝 男子の部 (10 ㌔ )

順 位 チーム名 記録

優 勝 伊万里三香クラブＡ 36:11

２ 位 吉田球友 36:17

３ 位 納所ランニングクラブ 37:13

区　間　賞

区　間 氏　名 所　属 記録
１区

（2.0㌔）佐熊　光晟 吉田球友 6:59

２区
（1.6㌔）井本　颯太 納所ランニングクラブ 5:42

３区
（1.6㌔）松尾　侑輔 伊万里三香クラブＡ 5:31

４区
（1.6㌔）小林　浩都 江北ビッキーズＡ 5:53

５区
（1.6 ㌔）徳永　樹一 伊万里三香クラブＡ 5:54

６区
（1.6㌔）古川　莉玖 吉田球友 5:32

ロードレース 女子１〜３年の部（1.5 ㌔）

順 位 氏　名 所　属 記録

１ 位 馬﨑　望喜 伊万里三香クラブ 6:26

２ 位 宮﨑　ひな 納所ランニングクラブ 6:30

３ 位 山本　羽凰 川副陸上 6:30

ロードレース 女子４〜６年の部（２㌔）

順 位 氏　名 所　属 記録

１ 位 荒木　万理 大浦小学校 7:55

２ 位 前田　優夏 ブラックリバー 7:59

３ 位 土田彩友美 吉田球友 8:02

駅伝 女子の部 (5.9 ㌔ )

順 位 チーム名 記録

優 勝 伊万里三香クラブＡ 23:15

２ 位 納所ランニングクラブ 23:53

３ 位 IRRC-A 24:09

区　間　賞

区　間 氏　名 所　属 記録
１区

（1.5㌔）堀田　佳奈 伊万里三香クラブＡ 5:38

２区
（1.1㌔）小林結衣奈 江北ビッキーズＡ 4:25

３区
（1.1㌔）古川　愛子 伊万里三香クラブＡ 4:14

４区
（1.1㌔）宮﨑　心菜 納所ランニングクラブ 4:26

５区
（1.1㌔）井上　絢佳 納所ランニングクラブ 4:15

※ 順位は着順

● 期　日　平成28 年12月４日　　● 会　場　国見台陸上競技場
● 参加数　ロードレースの部：231 人 ／ 駅伝の部：男子 23チーム、女子 17チーム

名村カップ2016
伊万里ジュニア駅伝大会

【
市
内
の
学
校
の
上
位
成
績
】

▽
優
　
勝
　
山
代
中
学
校

▽
準
優
勝
　
南
波
多
中
学
校

▽
３
　
位
　
青
嶺
中
学
校

第
10
回
古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
旗
争
奪
中
学
生
野
球
大
会

●

期  

日  

平
成
28
年
11
月
26

 
日
・
12
月
４
日

●

場  

所  

国
見
台
野
球
場
・

　
赤
坂
球
場
（
有
田
町
）

※
赤
坂
球
場
は
11
月
26
日
の
み

▽
優
　
勝
　
真
手
野
（
黒
川
町
）

▽
２
　
位
　
立
花
台
（
立
花
町
）

▽
３
　
位
　
大
久
保
（
東
山
代
町
）

第
23
回
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

●

期  

日  

平
成
28
年
12
月
１
日

●

場  

所  

国
見
台
球
技
場

↑体育功労者表彰を受ける梅村博昭さん（左）
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：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

チャンネルチャンネル

お知らせコーナー

広告

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

●

場
　
所
　
都
市
政
策
課

《
説
明
会
》

◇
立
花
地
区

●

日
　
時
　
１
月
12
日
（
木
）

　
午
後
７
時

●

場
　
所
　
大
川
内
公
民
館

◇
黒
川
地
区

●

日
　
時
　
１
月
11
日
（
水
）

　
午
後
７
時

●

場
　
所
　
黒
川
公
民
館

《
公
聴
会
》

◇
立
花
地
区

●

日
　
時
　
１
月
27
日
（
金
）

　
午
後
７
時

●

場
　
所
　
大
川
内
公
民
館

◇
黒
川
地
区

●

日
　
時
　
１
月
26
日
（
木
）

　
午
後
７
時

●

場
　
所
　
黒
川
公
民
館

◆
公
聴
会
で
の
意
見
陳
述

　
意
見
陳
述
を
希
望
す
る
人
は
、

都
市
政
策
課
ま
た
は
説
明
会
の

場
所
に
備
え
付
け
て
い
る
所
定

の
様
式
に
、
意
見
の
要
旨
と
理

由
（
８
０
０
字
程
度
）
な
ど
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

提
出
期
限

　
１
月
18
日
（
水
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

提
出
・
問
合
先

　
都
市
政
策
課
都
市
計
画
係

（
　
☎
㉓
２
４
７
６
）

◆
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
給
与
支
払
報
告
書
な
ど
の
提
出

や
法
人
市
民
税
の
申
告
、
固
定

資
産
税
の
償
却
資
産
の
申
告
に

つ
い
て
は
、
地
方
税
の
総
合
窓

口
『
ｅエ

ルＬ
Ｔタ

ッ

ク

ス

Ａ
Ｘ
』
に
よ
る
電

子
申
告
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

e
lta
x.jp

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
28
年
中
に
資
産
の

増
減
が
あ
っ
た
人
は
、
そ
の
資

料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
償
却
資
産
に
つ
い
て

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

▽
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

◆
用
途
地
域
の
変
更

●

変
更
個
所

▽
立
花
町
字
小
敷
山
の
一
部

▽
黒
川
町
塩
屋
字
浜
開
の
一
部
、

黒
川
町
小
黒
川
字
裏
新
田
お
よ

び
東
ノ
久
保
の
一
部

《
変
更
原
案
の
閲
覧
》

●

期
　
間

　
１
月
５
日
（
木
）
〜
18
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
注
意
点
　

　
農
作
業
で
使
用
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー

や
田
植
え
機
な
ど
の
う
ち
、
次
の

①
・
②
の
条
件
を
満
た
す
も
の
は
、

農
耕
作
業
用
小
型
特
殊
自
動
車

に
該
当
す
る
た
め
、
償
却
資
産

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
乗
用
装
置
が
あ
る
も
の

②
最
高
速
度
が
時
速
35
㌔
未
満
で

あ
る
も
の

※
農
耕
作
業
用
小
型
特
殊
自
動
車

は
、
償
却
資
産
の
申
告
か
ら
除

外
す
る
と
と
も
に
、
軽
自
動
車

税
の
申
告
を
行
い
、
標
識
（
ナ

ン
バ
ー
）
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
公
道
を
走
ら

な
い
場
合
で
も
、
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
標
識
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
１
月
31
日
（
火
）

ま
で
に
税
務
課
固
定
資
産
税
係
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国

税
（
法
人
税
、
所
得
税
）
の
確
定

申
告
と
は
異
な
り
ま
す
。

◆
償
却
資
産
と
は

　
土
地
と
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
の
こ
と
で
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
、
会
社
や
個
人
が
事
業

の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築

物
や
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど

を
い
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

子育ての悩みや相談を受けています。一人で
悩まず気軽に相談してください。

①わくわく広場（申込不要）
　就園前の乳幼児とその保護者を対象に親子

のつどいの場を提供しています。
▷日　時　月・火・木・金曜日
　　　　　午前 10 時〜午後３時
▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
②お誕生会（要申込）
　１月生まれの乳幼児とその保護者が対象です。
▷日　時　１月 25 日（水）
　　　　　午前 10 時 30 分〜正午
▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
● 申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　（　 ☎㉓５１９７）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

都
市
計
画
用
途
地
域

変
更
原
案
の
説
明
・
公
聴
会

固

定

資

産

税

の

償
却
資
産
の
申
告
を
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チャンネル

お知らせコーナー

広告

●

募
集
期
間
　

　
１
月
４
日
（
水
）
〜
19
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　
〒
８
４
８
‐
０
０
４
５
　
松
島
町

73
‐
１
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　（
　
☎
㉒
７
１
０
７
、

　
㉒
７
９
０
０
）

　
佐
賀
県
農
業
公
社
の
『
農
地
中
間

管
理
事
業
』
を
活
用
し
て
、
農
地
の

借
り
入
れ
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農

業
公
社
が
所
有
者
か
ら
農
地
を

い
っ
た
ん
借
り
受
け
、
農
家
な

ど
に
貸
し
付
け
る
事
業
で
す
。

●

対
　
象

　
経
営
規
模
の
拡
大
、
農
地
の

集
約
・
集
積
化
を
図
る
担
い
手

農
家
な
ど

●

募
集
期
間
（
第
４
回
）　

　
１
月
４
日
（
水
）
〜

３
月
24
日
（
金
）

●

応
募
方
法

　
農
業
委
員
会
に
備
え
付
け
の
申

出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出

※
農
地
の
貸
し
付
け
に
関
す
る
相

談
や
申
し
出
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先

　
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
　
☎
㉓
２
５
０
２
）

●

受
講
料
　
月
額
２
０
０
０
円

※
別
途
、
教
材
費
２
０
０
０
円
程

度
（
初
回
の
み
）
が
必
要
で
す
。

●

募
集
期
間

　
１
月
10
日
（
火
）
〜

２
月
１
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先

　
国
際
戦
略
室
内 

市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
　
☎
㉒
７
０
４
６
）

　
伊
万
里
湾
の
水
辺
に
生
息
す
る
ツ

ル
や
野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時

　
１
月
29
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
11
時
50
分

●

場
　
所
　

　
東
山
代
町
長
浜
干
拓
地
周
辺

※
集
合
場
所
は
東
山
代
公
民
館

（
徒
歩
で
現
地
へ
移
動
）

●

指
　
導
　

　
日
本
野
鳥
の
会
佐
賀
県
支
部 

ほ
か

●

対
　
象
　

　
市
内
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

●

募
集
人
数
　
10
組
（
先
着
順
）

●

参
加
料

　
１
人
50
円
（
保
険
料
な
ど
）

●

応
募
方
法
　
電
話
か
、
市
内
各

　
小
・
中
学
校
や
各
町
公
民
館
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
、

郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）。

● 日　時　１月 22 日（日）
午前９時 30 分〜午後６時

※ 詳細は、後日参加者のみに案内
● 対　象　市内在住・在勤、または

結婚を機に伊万里市に住む意思が
ある 20 歳以上の独身の人

● 参加料　無料（ただし、食事代、
保険料として 3,500 円が必要）

● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各16人
※応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　１月12 日（木）
● 応募・問合先　移住・定住・婚活

応援課内 市婚活応援推進協議会
（　☎㉓２９５０）

※メールアドレス
deai@city.imari.saga.jp

♥
三社参りは

恋
こいのき

木神社に出かけよう

♥婚活イベント

農
地
借
り
入
れ
希
望
者

（
農
地
中
間
管
理
事
業
）

無
料
特
設
人
権
相
談

ぼ
し
ゅ
う

伊
万
里
の
野
鳥
探
検
隊

参

加

者

FAX

●

日
　
程
　

▽
昼
の
部
（
全
24
回
）

　
２
月
15
日
（
水
）
開
講

（
毎
週
水
曜
日
）

　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

▽
夜
の
部
（
全
24
回
）

　
２
月
14
日
（
火
）
開
講

（
毎
週
火
曜
日
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

講
　
師
　
李リ 
瑩エ
イ

さ
ん

（
中
国
大
連
市
公
務
研
修
生
）

●

対
　
象
　
中
学
生
以
上

●

募
集
人
数

　
各
部
30
人
（
先
着
順
）

●

受
付
内
容
　

▽
家
庭
内
や
近
隣
と
の
も
め
ご
と
、

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
へ
の

虐
待
、
差
別
な
ど
の
人
権
問
題

▽
相
続
や
不
動
産
、
借
地
・
借
家
、

金
銭
貸
借
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

●

日
　
時
　
１
月
11
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
所
・
担
当

▽
二
里
公
民
館

　
人
権
擁
護
委
員
　
福
地
佳か

や野
さ

ん
、
井い

の之
一
行
さ
ん

▽
東
山
代
公
民
館

　
人
権
擁
護
委
員
　
武
藤
勝か
つ

治じ

さ

ん
、
山
本
和
良
さ
ん

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

　
万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

初
級
中
国
語
教
室

受

講

生
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チャンネルチャンネル

お知らせコーナー

地域の情報がもりだくさん

便利な機能でライフスタイルが充実

プッシュ通知機能で情報をタイムリーに配信

iPhoneを
ご利用の方
　　▶▶▶

《むちゅう》

伊万里•有田•武雄地区の　　　　　　　　 を
見ることができるようになりました‼

新感覚情報アプリ新感覚情報アプリ地域に密着した

iPhoneを
ご利用の方
　　▶▶▶

iPhone以外を
ご利用の方
　　▶▶▶

無料 アプリのダウンロードはこちら！

スーパーのチラシスーパーのチラシ奥様
必見‼

た
く
さ
ん
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
に
ゃ
ん
★

１月号は「イケメン特集」
あなたのイチ推し
イケメンさんに

１位のイケメンさんに投票された
方の中から抽選で「1位になったお店で
使える 1,000 円分の商品券を5名様」

にプレゼント♥

投票お願いします

アプリ限定のお得なクーポンもあるよ♪

広告

●

出
願
書
類
配
布
開
始
日

　
１
月
11
日
（
水
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●

出
願
期
間

　
１
月
11
日
（
水
）
〜

２
月
３
日
（
金
）

※
受
付
時
間
は
午
後
２
時
〜
９
時

●

面
接
日
時

　
２
月
21
日
（
火
）
午
後
６
時

●

出
願
書
類
配
布
・
出
願
・
問
合
先

　
有
田
工
業
高
等
学
校
定
時
制

（
☎
㊷
３
１
３
６
）

●

期
日
（
全
８
回
）

　
２
月
３
日
（
金
）
〜
28
日
（
火
）

の
火
・
金
曜
日

●

時
間
・
場
所

▽
昼
コ
ー
ス

　
午
後
２
時
〜
３
時伊

万
里
公
民
館

▽
夜
コ
ー
ス

　
午
後
７
時
～
８
時 

立
花
公
民
館

●

参
加
料
　
１
０
０
０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
み

ま
す
。

●

募
集
人
数
　
各
コ
ー
ス
30
人

●

応
募
方
法
　
電
　
話

●

募
集
期
限
　
１
月
28
日
（
土
）

●

応
募
・
問
合
先

　
市
武
術
太
極
拳
連
盟
・
小
島

（
☎
０
９
０
‐

９
０
７
９
‐

６
０
７
７
）

●

日
　
時

　
１
月
10
日
（
火
）

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
30
分

●

場
　
所

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

内
　
容

　
敬
語
や
あ
い
さ
つ
、
電
話
応

対
、
面
接
マ
ナ
ー
、
訪
問
マ
ナ
ー

な
ど

●

対
　
象

　
45
歳
未
満
の
求
職
者
・
在
職
者
・

学
生

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
５
人

※
講
座
の
前
後
に
個
別
相
談
あ
り

●

申
込
・
問
合
先
　

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

（
☎
０
９
５
２
㉗
１
８
７
０
）

●

対
　
象

　
陶
磁
器
や
デ
ザ
イ
ン
業
界
に
従

事
を
希
望
す
る
社
会
人

●

募
集
コ
ー
ス
・
人
数

▽
窯
業
コ
ー
ス
　
７
人

▽
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
　
７
人

●

修
了
年
限
　
２
年

※
聴
講
は
、
週
３
日
（
午
後
５
時

45
分
〜
９
時
10
分
、
開
講
日
は

未
定
）

▽
２
月
10
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

▽
講
　
義

　
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
や
食
生

活
に
つ
い
て
、
緊
急
時
の
応
急

処
置 

な
ど

▽
実
　
習
　
市
内
保
育
園

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
10
人
程
度

●

募
集
期
限
　
１
月
25
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ
ぽ

（
　
☎
㉓
５
１
９
７
）

●

対
　
象
　
子
育
て
に
関
心
が
あ

る
人
で
、
子
育
て
の
経
験
や
保

育
士
の
資
格
を
持
つ
人

◆
登
録
講
習
会

●

日
　
時
　

▽
２
月
８
日
（
水
）

　
午
前
９
時
40
分
〜
午
後
４
時

▽
２
月
９
日
（
木
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
15
分

ぼ
し
ゅ
う

 

● 受付期間　
　２月１日（水）〜 28 日（火）
　午前９時〜午後５時

● 作品搬入先　
　伊万里・有田焼伝統産業会館
※ 市役所には搬入・送付しないでください。

● 出展料　
▷一般の部　1,000 円
▷子どもの部（中学生以下）　無　料
※ 日本在住かつ日本国籍以外の出展者は無料

● 主な表彰　
▷一般の部　鍋島大賞１人（副賞10万円）、優秀賞１人（副

賞５万円）、特別賞１人（副賞２万円）
▷子どもの部　優秀賞１人（記念品）、特別賞２人（記念品）

● 問合先　観光課観光戦略室内 国際アマチュア陶芸展
伊万里実行委員会事務局（　 ☎⑳９０３１）

情熱と創造性に富んだあなたの作品をお待ちしています

2016鍋島大賞の作品
『紙風船の玉手箱』

国際アマチュア陶芸展
伊万里2017作品募集

太

極

拳

教

室

参

加

者

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

提

供

会

員

設置しましょう。住宅用火災警報器（伊万里・有田消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）

有

田

工

業

高

校

定

時

制

聴

講

生

就
活
マ
ナ
ー
講
座

受

講

生
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チャンネル

お知らせコーナー

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（11 日・25 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（５日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（19 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第２・３火曜日
（10 日・17 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談
月〜金曜日
※ 祝日、３日は
　 除く

午前10時〜
午後４時
※ 正午〜午後

１時は除く

行政相談 第３金曜日
（20 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（12 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

第２金・第４日曜日
（13 日・22 日）                             

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約 金曜日 午前９時 30 分〜

午後３時 30 分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（26 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※祝日、３日は除く
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課社会
福祉係

一人で悩まず
ご相談ください

１月の市民相談

他人に商品を紹介し、購入につながればマージンが得られると誘う『マ
ルチ商法的勧誘』の相談が寄せられています。『友人にマルチ商法で
誘われて、化粧品や健康食品を購入したが解約したい』などの相談で
す。親しい人からの紹介や勧誘でも、きっぱりと断りましょう。また、
自分が友人を勧誘すると、その人との関係を壊すことになります。困っ
たときは、消費生活センターに相談してください。
● 問合先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）

『マルチ商法的勧誘』に注意

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷月・水・金曜日　午前 ９ 時〜午後４時

72

● 伊万里市消防出初式
　８日（日）午前９時 35 分開演

（☎㉓２１１９）

● 佐賀県芸術文化賞等表彰式・県民文化
フォーラム

　22 日（日）午後１時 30 分開式
（☎ 050-3432-9684）

● 伊万里市成人式
　８日（日）午後２時開式（☎㉓３１８６）

● かるた会〔図書館ホール〕
　15 日（日）午前 10 時〜 12 時 30 分

● 子どもミニ上映会〔のぼりがまのおへや〕
　15 日（日）午後２時 30 分〜３時 45 分
　『シンデレラ』（2009 年、日本、74 分）

● 木版画絵本『ヤマネコ毛布』（山福朱美／作・
画）原画展〔展示コーナー〕

　５日（木）〜 20 日（金）
　※20 日（金）は正午まで

※ 変更する場合があります。
※ 催し物はすべて無料です。

● １月の休館日
　１〜３日（年始休館）、９日、16 日、23 日
　30 日、26日（館内整理休館）

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

１ 月 の 行 事
市民センター ☎㉒３９１１

食器を洗うときは低温に設定しましょう

１月に入り、寒さも一段と厳しくなってきました。こんな季節に食器
洗いをするときに助かるのが、ガス給湯器です。設定温度を 40℃か
ら 38℃に下げて食器を洗うと、年間で、ガス 8.74 ㎥（約1,490
円）の節約、二酸化炭素 19.9kg の削減（※）になります。

（※）１日２回、水温 20℃の水道水を１回当たり 65ℓ 使用した場合

家庭で
  できる！

今月の省エネと
　　　地球温暖化対策

■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ　http://www.enecho.meti.go.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

伊万里市新天町462-6

　（0955）23-5345
おぶつだんの

うるし工房伊万里

いいものを造り続けて135年
おぶつだんのしらかわは、お客様の真心を適確に受け止め、日本の伝統技術と
白川独自の技術をアレンジし、お客様のイメージを形にするお手伝いを致します。
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第14 回 輝け ! イマリフェスタ

イルミネーション点灯式
12 月３日、伊万里駅前広場で『輝け ! イマリフェスタ』イルミネーショ
ン点灯式が開催されました。これは、伊万里商工会議所青年部が、道
行く人に寒い冬を少しでも暖かく感じてもらおうと実施したもので
す。街路樹に約10万個のＬＥＤ電球が一斉に点灯すると、辺りは幻想
的な光景に。訪れた観客から歓声が沸き上がり、美しく彩られた景色
を思い思いにスマートフォンやカメラに収めていました。また、合唱や
ダンス、太鼓・バンド演奏などが披露され、多くの人でにぎわいました。
イルミネーションは、２月 28 日まで楽しむことができます。

迫力あるダンスで会場を盛り
上げた『フリーダム』

威勢がいい演奏で会場を魅了した伊万里子ども太鼓の会

美しく彩られたＭＲ側
ロータリー内のくすのき

イルミネーションで明るく彩られた市街地

カウントダウンで一斉に点
灯ボタンを押す子どもたち

演奏と動きが見事に決まった伊万里カト
リック幼稚園のマーチング

美しい歌声を響かせた伊万里小学校コーラス部

輝く笑顔でダンスを披露した
『リミックス』

平成 28 年 12 月１日現在
● 人口　56,037 人　　（＋   9）
　　男　26,920 人　　（＋ 11）
　　女　29,117 人　　（−   2）
● 世帯　23,025 世帯 　（＋ 38）

（　）は前月比

人のうごき

広報　　　　　 2017-1
● 発行日／平成 29 年１月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-4313（直通）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
● 伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
● 印　刷／株式会社三光
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